
燃料デブリ分析のための超微量分析技術の開発 

 (28) メスバウアー分光ならびに X 線回折を用いた模擬デブリの評価（III）  
Development of ultramicro analysis technology for fuel debris analysis 

(28) Mössbauer and XRD analyses of simulated fuel debris (III) 
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還元雰囲気中での熱処理後に海水に浸漬させた模擬燃料デブリに対して、57Fe メスバウアー分光を用いて

分析し、生成した鉄さびの種類を特定した。 
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1. 緒言 

福島第一原発の燃料デブリの性状はメルトダウ

ンや水素爆発などの事故時の炉内状況に一義的には

支配されるが、その後の淡水や海水の注入により経

年変化が進行している。燃料デブリ中の鉄の腐食状

態を把握するために 57Fe メスバウアー分光は有力な

計測手段である。 

2. 方法 

前回の本学会で発表したメスバウアー実験より、

1500°Cの水素還元雰囲気下で焼成した模擬燃料デ

ブリ中の鉄成分は全て微細析出した純鉄であること

が明らかになった。今回、その模擬デブリの粉砕試

料を大気下の海水に１０日間浸漬した。乾燥後、透

過法による57Feメスバウアー分光測定を行った。 

3. 結果 

図１に海水に浸漬した模擬燃料デブリの T = 77 K

における 57Fe メスバウアー分光を示す。６本に磁気

分裂した純鉄に加え、中央に４極子分裂により割れ

た２本のピークが観測された。図２に示すように鉄

さびのオキシ水酸化鉄は生成条件により多種の形態

を有するが、ネール点が液体窒素温度より低いこと

からレピドクロサイト-FeOOH (TN = 52 K)が生成し

たと推察される。 
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図 1. 海水に浸漬した模擬デブリの 57Fe メスバウアー分光 
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図 2. オキシ水酸化鉄の結晶構造と磁気転移温度 
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